
主な記事

■夏の真庭へ飛び出そう 
■市政トピックス
■お知らせワイド版
■読者の広場
■ぐるっと真庭まちの話題
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蒜
山
地
区
に
は　

の
大
字
が
あ
り
ま

��

す
。
合
併
時
に
大
字
の
前
に
「
蒜
山
」
と

付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
蒜
山
地
区
は

三
木
ヶ
原
を
中
心
と
し
た
行
楽
地
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

「
ハ
ー
ビ
ル
」や
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
蒜
山
の
自
然
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
登
山
案
内
の

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
や
自
然
観
察
指
導
員
な
ど

の
人
材
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、
大
宮
踊
・

 
郷  
原 
漆
器
な
ど
文
化
や
伝
統
が
息
づ
き
、

ご
う 

ば
ら

市
内
唯
一
の
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
高
原
の
魅
力
は

な
ん
と
い
っ
て
も
朝
の
ひ
と
と
き
で
す
。

野
鳥
の
鳴
き
声
と
澄
ん
だ
空
気
は
、
皆
さ

ん
を
き
っ
と
魅
了
す
る
は
ず
で
す
。
宿
泊

施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
も
充
実
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

（
宍
戸
蒜
山
振
興
局
長
談
）

　

合
併
し
て
�
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
広
大
な
真
庭
市
に

は
�
�
�
の
大
字
が
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
場
所
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
月
号
で
は
真
庭
の
夏

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
併
せ
て
、
地
図
に
大

字
名
を
記
し
て
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、地
区
ご
と
に
支
局
長
・

振
興
局
長
に
愛
す
る
地
区
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
民
皆
さ
ん
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト

満
載
の
真
庭
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

自
然
の
魅
力
満
載
の
蒜
山

������匹を放流  小学生以下は無料
蒜山さかなつかみどり大会

　川上河川公園（蒜山上福田）にマス･ヤマ
メなどを放流。素手で何匹つかめるかな。
受付��：��～　開始��：��～／入場料：小
学生以下無料、中学生 ���円、高校生以上
����円（悪条件・荒天の場合�月�日�）
／真庭商工会蒜山支所　℡������������

蒜山高原自転車道　軽快に疾走する宍戸 学 蒜山振興局
長。自転車道は約��㌔ の周遊コースです。自転車は道の駅蒜
山高原サイクリングターミナルなどで借りることができます。

蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
ハ
ー
ビ
ル

ラ
ベ
ン
ダ
ー
収
穫
祭

　

�
�
�
種
の
ハ
ー
ブ
の
香
り
で

心
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。ラ
ベ
ン
ダ
ー

も
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

蒜
山 
西  
茅  
部 
�
�
�
�
ー　

／

に
し 

か
や 

べ

��

営
業　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

（
�
月
末
ま
で
は
無
休
）
／
ラ
ベ
ン

ダ
ー
収
穫
は
入
場
料
に
別
途
�
�

�
円（
雨
天
不
可
）／
℡
�
�
�
�

（　

）�
�
�
�

�����月
 上 旬～

��／��
�

（
大
山
隠 
岐
国
立
公
園
）



津黒いきものふれあいの里

　津黒山のふもとに広がる約��㌶ の自
然公園。自然遊歩道を歩けば、津黒高
原に生息する生き物に出会うことがで
きます。魚のつかみ取りや釣り、バーベキ
ューも楽しめます。

ネイチャーセンターささゆり館（蒜山 下  和 
した お

����）／開館�：��～��：��（火曜休、�／
��～�／��は無休）／℡������������　
（イベントは��ページ）

�
津
黒
の
里
山
の
自
然

を
体
験
・
紹
介
す
る
さ
さ

ゆ
り
館
内
に
は
、
県
内
一

の
ア
カ
マ
ツ
だ
っ
た
「
下

和
の
一
本
松
」
の
輪
切
り

を
展
示

伝統に触れてみませんか   大  宮  踊 
おお みや おどり

　国指定重要無形民俗文化財の大宮踊を
ご覧になってみませんか。午後�時の花
火の打ち上げ終了後に、福田神社周辺
（蒜山中福田）で踊りが始まります。大
宮踊りの飛び込み参加は大歓迎です。蒜
山地区では�月��日から��日にかけての
お盆の間、各地の神社やお堂などで大宮
踊が踊られます。蒜山の伝統に触れてみ
てください。

蒜山エコツーリズム  蒜山ガイドクラブ

　蒜山の自然や文化を紹介する蒜山ガイ
ドクラブが結成されています。ガイドクラブ
では、登山や自然観察、文化財･名所・旧跡
などを巡るツアーを開催しています。

フリープラン：登山・自然観察など蒜山
で体験したい方のガイド（登山ガイドは
��コース有り、ルートの案内と自然を解
説）／予約：蒜山観光協会  ℡����-���
����

乗馬体験  蒜山ホースパーク

　蒜山三座を背景に乗馬が楽しめるホー
スパーク。乗馬ライセンス（�級）がと
れる市民乗馬スクールも開催していま
す。乗馬技術を身につけてみましょう

蒜山中福田������／営業�：��～��：��（無
休）／引き馬･ミニ外乗（予約なし）、体
験乗馬（��������分）、市民乗馬スクール
（平日��分×�回）／℡������������

��／���
�
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 霞  ヶ  丘 森林公園と古屋不動滝･ 雨  乞  山 園地
かすみ が おか あま ごい せん

　湯原ダム湖の彼方に大山を望むことのできる森林公園（左）と古屋不動
滝（右）の周辺には遊歩道が整備され、ウォーキングに最適です。

泉
郷
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
あ
る
温

泉
が
湧
い
て
い
ま
す
の
で
温
泉
巡
り
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
霞
ヶ
丘
森

林
公
園
は
静
か
な
ダ
ム
湖
畔
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
き
ま
す
し
、
雨
乞
山
園
地
・
古
屋

不
動
滝
は
緑
の
木
々
に
包
ま
れ
、
森
林
浴

に
最
適
で
す
。
昔
、
久
世
か
ら
三
坂
山
を

越
え
湯
原
へ
向
か
う
「
十
国
峠
」
な
ど
の

旧
大
山
道
の
名
残
が
米
子
自
動
車
道
沿
い

に
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
歴

史
の
道
も
散
歩
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

（
梶
岡
湯
原
支
局
長
談
）

温
泉
に
親
し
め
る
湯
原

��／�
�

手湯足湯　ほっと（ｈｏｔ）、ひとときの梶岡知幸湯原支局長（右）。温泉をもっと気軽に楽しんでいただき
たいという思いから、湯原温泉街にこの春に完成した「手湯足湯」。一度に��人程度が利用できます。

　

湯
原
地
区
に
は　

の
大
字
が
あ
り
ま

��

す
。
そ
の
中
に
は
湯
原
ダ
ム
湖
に
沈
ん
だ

 
小  
童  
谷 
・ 
三  
世  
七  
原 
も
含
ま
れ
ま
す
。
湯

ひ 

じ 

や 

み 

せ 

し
ち 

ば
ら

原
地
区
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
温
泉
に
恵
ま

れ
た
地
区
で
す
。
温
泉
を
皆
さ
ん
に
気
軽

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
手
と
足

の
両
方
を
お
湯
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
手
湯
足
湯
」が
完
成
。
温
泉
の
正
し
い
知

識
や
入
浴
法
を
ガ
イ
ド
す
る
「
温
泉
指
南

役
」
と
い
っ
た
人
材
も
い
ま
す
。
湯
原
温

はんざき祭り

　踊り子衆を引き連れ、はんざき
の形をした 山  車 が温泉街を練り

だ し

歩くユニークな祭りです。山車の
スタートは午後�時��分、花火は
午後�時��分の予定。 �月�日�
は前夜祭が行われます。

下湯原温泉  ひまわり館夏祭り

　地元の新鮮野菜、特産のそば、青大豆豆腐が
並びます。イベントとしてコマ回し選手権、恒
例のわんこそば早食い大会を行います。

下湯原温泉ひまわり館広場／��：��～��：��
（早食いは午前��時から受付、開始正午。事前申
し込みも可能）／ひまわり館　℡������������

湯
原
温
泉
あ
さ
市　

湯
原
の
朝
の
「
顔
」

と
い
わ
れ
る
朝
市
は
、
湯
原
温
泉
街
で
午

前
�
時
〜
�
時　

分
ま
で
開
催
。
地
元
の

��

新
鮮
野
菜
が
満
載
。

��／��
�

��
���



　

美
甘
地
区
に
は
�
つ
の
大
字
が
あ
り
ま

す
。
美
甘
は
旧
出
雲
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
美
甘
か
ら
新
庄
川
に
沿

っ
て
下
る
と 
急  
峻 
な
美
甘
渓
谷
が
続
き
、

き
ゅ
う 
し
ゅ
ん

緑
の
木
々
と
水
の
流
れ
が
涼
し
さ
を
運
ん

で
く
れ
ま
す
。
体
験
重
視
な
ら
ク
リ
エ
イ

ト
菅
谷
が
お
す
す
め
で
す
。
素
朴
な
農
村

の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
建
物
と
と
も
に

体
験
工
房
や
運
動
施
設
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
か
や
ぶ
き
民
家
で 
囲  
炉  
裏 
を
囲
み
、

い 

ろ 

り

 
五  
右  
衛  
門  
風  
呂 
に
つ
か
る
と
い
う
一
昔
前

ご 

え 

も 

ん 

ぶ 

ろ

の
雰
囲
気
を
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
林
道

作
西
線
を
上
が
る
と
お
お
ぐ
る
み
森
林
公

園
が
あ
り
ま
す
。
景
色
も
良
く
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
い
か

が
で
し
ょ
う
。 （
多
久
間
美
甘
支
局
長
談
）

体
験
プ
ラ
ン
豊
富
な
美
甘

旧出雲街道美甘宿を練り歩く  美甘夏祭り

　���年の歴史のある天神祭をベースに行われる夏ま
つり。美甘宿場太鼓によるオープニング（午後�時）、
美甘音頭・しげさ節の踊り衆が街中をパレードします。
花火は午後�時（予定）からです。

クリエイト 菅 谷   　陶芸に挑戦する多久間 稔  美甘支局
すげ だに

長。清涼な谷川や緑美しい木立に囲まれたクリエイト菅
谷は宿泊施設･キャンプ場などが整い、陶芸･木工･そば
打ち、魚のつかみ取りなども体験できます。　美甘�����
�／営業�：��～��：��（無休）／℡������������

美
甘
渓
谷　

新
庄
川

に
沿
っ
て
美
甘
か
ら
延

風
地
内
の
約
� 
㌔ 
に
続

く
渓
谷
。
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
奇
岩
が
点
在
し
、

猿
飛
、
魚
切
り
と
呼
ば

れ
る
渓
谷
美
が
見
ら

れ
、涼
を
楽
し
め
ま
す
。

��／��
�



MANIWA ��

旧遷喬尋常小学校　久世エスパスと旧遷喬尋常小学校の前で、どっしり構え
る安東保夫久世支局長。旧遷喬小は管理人が案内してくれます。  鍋屋����／
見学�：��～��：��（冬期��：��まで）　水曜休／久世エスパス ℡������������

分
の
卒
業
証
書
と
な
る
手
す
き
和
紙
を
作

り
ま
す
。
そ
の
場
所
が「
樫
西
和
紙
工
房
」

で
、
色
鮮
や
か
な
独
特
の
手
す
き
和
紙
が

並
び
ま
す
。
ま
た
、
三
坂
山
な

ど
の
登
山
道
が
整
備
さ
れ
た
山

も
あ
り
ま
す
。
農
村
型
リ
ゾ
ー

ト
で
ゆ
っ
く
り
田
舎
を
楽
し
み
、

登
山
な
ど
も
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ひ
と
味
違
う
「
久
世
」
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
安
東
久
世
支
局
長
談
）

ひ
と
味
違
う
久
世
を

　

久
世
地
区
に
は　

の
大
字
が
あ
り
ま

��

す
。
商
工
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
久
世
で

す
が
別
の
一
面
も
あ
る
の
で
す
。
ま
ず
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
遷
喬
尋

常
小
学
校
は
明
治　

年
（
�
�
�
�
）
に

��

建
て
ら
れ
た
の
で
今
年
が　

年
目
、
秋
に

���

は
盛
大
に
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
。
久
世

地
区
は
和
紙
の
原
料
と
な
る
ミ
ツ
マ
タ
の

産
地
で
、
樫
邑
小
学
校
で
は
卒
業
生
が
自

樫西和紙工房　和紙の原料であるミツマタ
の栽培が盛んな久世地区。工房では、はがき･
絵手紙･版画などさまざまな独自の和紙を作
製、販売しています。
樫西������／�：��～��：��（休不定）
℡������������
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農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
で
田
舎
満
喫   
高  
仙 
の
里
よ
の

た
か 

せ
ん

　

「
高
仙
の
里
よ
の
」
は
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
宿

泊
棟
な
つ
つ
ば
き
（
下
）、
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
正
期
の
農
家
建
築
を
利
用
し
た
青
木
本
家

（
右
）は
、囲
炉
裏
・
格
子
戸
な
ど
の
建
築
美
が
訪
問
客
を

魅
了
し
ま
す
。　
　

余
野
下
地
内
／
宿
泊 
な
つ
つ
ば
き
・

青
木
本
家
、
キ
ャ
ン
プ
場
／
予
約 
政
保
商
店  
℡
�
�

�
�（　

）�
�
�
�

��

勝山文化往来館ひしお
　町並みから一段上にある約���年前

に建てられた 醤  油  蔵 を改装した「ひし
しょう ゆ ぐら

お」。新たな文化を育む拠点として、展
示やイベントなどが行われています。
勝山�����／開館��：��～��：��
（水曜休）／℡������������

旧勝山藩主三浦邸　心の和む三浦邸で読書する篠�仁志勝山支局長。三浦
邸は、樹齢���年を超えるシイノキがあることから「椎の木御殿」の愛称で親しま
れています。 岡���／開館�：��～��：��（火･水曜休）／℡������������

　

勝
山
地
区
は　

の
大
字
が
あ
り
ま
す
。

��

城
下
町
の
面
影
を
残
し
、
の
れ
ん
の
町
と

し
て
有
名
に
な
っ
た「
町
並
み
保
存
地
区
」

の
中
央
に
「 
顆  
山  
亭 
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

か 

ざ
ん 

て
い

こ
は
観
光
客
の
休
憩
所
で
も
あ
り
、
町
並

み
保
存
事
業
を
応
援
す
る
会
の
会
議
の

場
、
そ
し
て
勝
山
の
町
並
み
の
楽
し
み
方

を
す
べ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

す
。
ま
た
、
町
並
み
か
ら
離
れ
た
場
所
に

静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
旧
勝
山
藩

主
三
浦
邸
。
門
前
に
あ
る
立
派
な
シ
イ
ノ

キ
、
美
し
い
ア
ジ
サ
イ
も
必
見
で
す
。
涼

を
求
め
て
神
庭
の
滝
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
星
山
の
中
腹
ま
で
足
を
延

ば
す
と
勝
山
美
し
い
森
が
あ
り
ま
す
。
野

外
音
楽
堂
周
辺
の
緑
は
本
当
に
美
し
い
で

す
よ
。
人
々
の
生
活
の 
息  
遣 
い
を
感
じ
る

い
き 

づ
か

町
、
勝
山
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。 

（
篠
�
勝
山
支
局
長
談
）

息
遣
い
を
感
じ
る
町   
勝
山

開園��周年  勝山美しい森
　勝山の名峰「星山」の中腹に位置する美しい
森。森林の働きを学び、森づくりに参加できる場
です。森を学ぶ研修会も随時行われています。

菅
すが

    谷 地内／利用期間�／��～��／��／宿泊：ビジ
たに

ターセンター（�人×�室）、バンガロー（�人×�、�
人×�）ミニバンガロー（�人×�）、テントサイト／
予約：勝山支局産業建設課　℡������������　
（イベントは��ページ）

▲生活感が漂う勝山の町並み
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ま
つ
り
」
が
代
表
的
。
約

ま
つ
り
」
が
代
表
的
。
約
��
㌔
の
街
道
沿

 
㌔ 
の
街
道
沿

い
に
灯
さ
れ
る
炎
は
見
事
で
す
。
涼
を

い
に 
灯 
さ
れ
る
炎
は
見
事
で
す
。
涼
を
求求

と
も

め
る
な
ら
、「
備
中
鐘

め
る
な
ら
、「
備
中
鐘
乳
穴
」

乳
穴
」が
お
す
す
め
。

が
お
す
す
め
。

駐
車
場
か
ら
下
っ
て
い
く
と
自
然
の
冷
気

駐
車
場
か
ら
下
っ
て
い
く
と
自
然
の
冷
気

を
感
じ
ら
れ
、
時
期
に
よ
っ
て
は
珍
し
い

を
感
じ
ら
れ
、
時
期
に
よ
っ
て
は
珍
し
い

植
物
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
な
ど
も
楽
し
め
ま

植
物
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
な
ど
も
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
大
谷
一
号
墳
を
は
じ
め
、

す
。
ま
た
、
大
谷
一
号
墳
を
は
じ
め
、
��

�
�
�
�
以
上
も
の
古
墳
が
あ
り
、
散
策
す
れ

以
上
も
の
古
墳
が
あ
り
、
散
策
す
れ

ば
、
古
代
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ば
、
古
代
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
す
。 

（
上
谷
北
房
支
局
長
談
）

（
上
谷
北
房
支
局
長
談
）

ふ
る
さ
と
の
香
り
漂
う
北
房

北
房
地
区
に
は
、

　

北
房
地
区
に
は
、
��
の
大
字
が
あ
り
ま

の
大
字
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
一
年
中
、
ふ
る

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
一
年
中
、
ふ
る

さ
と
の
催
し
が
楽
し
め
ま
す
。
中
で
も

さ
と
の
催
し
が
楽
し
め
ま
す
。
中
で
も
��

�
�
�
�
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
「
ぶ
り
市
」、

年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
「
ぶ
り
市
」、

初
夏
の
夜
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く

初
夏
の
夜
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く

「
ホ
タ
ル
」、
秋
の
北
房
地
区
を
一
色
に
染

「
ホ
タ
ル
」、
秋
の
北
房
地
区
を
一
色
に
染

め
る
「
コ
ス
モ
ス
」
が
有
名
で
す
。
夏
祭

め
る
「
コ
ス
モ
ス
」
が
有
名
で
す
。
夏
祭

り
は
、
毎
年

り
は
、
毎
年
��
月月　

日
に
行
わ
れ
る
「
火

日
に
行
わ
れ
る
「
火

����

夏
イ
ベ
ン
ト
満
載
の
落
合

　

落
合
地
区
に
は
大
字
が　

あ
り
ま
す
。

��

合
併
時
に
「
垂
水
」
を
「
落
合
垂
水
」
に

変
更
し
ま
し
た
。
夏
の
落
合
は
落
合
納
涼

花
火
大
会
と
い
か
だ
祭
り
の
�
大
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
花
火
大
会
は

今
年
で　

回
目
で
す
か
ら
、
わ
た
し
が
生

��

ま
れ
る
前
か
ら
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
今

年
も
�
�
�
�
発
の
花
火
が
落
合
の
夜
を

彩
り
ま
す
。
ま
た
、
い
か
だ
祭
り
は
商
工

会
青
年
部
が
「
地
域
が
も
っ
と
元
気
に
な

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
」
と

始
め
た
も
の
で
、
今
年
で　

回
目
。
こ
れ

��

も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
清
流
旭
川
に
浮
か

ぶ
手
作
り
い
か
だ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
夏

を
迎
え
色
と
り
ど
り
の
農
産
物
が
、
落
合

ふ
れ
あ
い
直
売
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
「
醍

醐
の
里
」
に
並
び
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

（
太
田
落
合
支
局
長
談
）

夏の醍醐桜　醍醐桜の下の太田信一落合支局長。来年の春、花を咲かせる
ために緑の葉を茂らせる夏の醍醐桜。 力強さを感じます。

落
合
納
涼
花
火
大
会  
落
合
庁
舎
前  
旭
川
河
川
敷

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え
る
落
合
納
涼
花
火
大
会
。
打

��

ち
上
げ
数
�
�
�
�
発
、
仕
掛
け
花
火
が
川
面
に
映
え

る
姿
と
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
地
形
に
よ
る
音
響
は

大
迫
力
。�
�
�
近
く
の
屋
台
が
並
び
、
午
後
�
時　

分
��

（
予
定
）
か
ら
花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
ま
す
。
交
通

規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
天

候
不
順
の
場
合
は
、�
月　

日
�
に
延
期
し
ま
す
。

��

�日�日�に変更  旭川いかだ祭り
　旭川約��が舞台です。タイム
を競う「早下り」と、手作りいかだの
出来栄えを競う「ゆうゆう下り」。皆
さんの応援お願いします。

開始式��：��、スタート��：��／スタ
ー ト地点：川東公園横旭川（古見） 
／ゴール地点：落合庁舎前旭川／
延期の場合�月��日�／真庭商工
会落合支所   ℡������������

�／�
�

��／�
�

 普  門  寺 周辺のあじさい
ふ もん じ

　桜、シャクナゲ、あじさ
い、紅葉など年間を通して
素敵な景観を楽しむことが
できます。
田原山上地内／春：桜、シ
ャクナゲ  夏：アジサイ  秋：
四季桜、ソバの花、紅葉／
普門寺  ℡������������
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備  
中  
鐘  
乳 
穴
   
　

洞
内
を
眺
め
る
上
谷
仁
志
北
房
支
局
長
。
文

び
っ 

ち
ゅ
う 

か
な 

ち 

あ
な

献
に
残
る
鍾
乳
洞
と
し
て
は
日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
備
中
鐘

乳
穴
は
、
年
平
均
気
温
が
約
�
度
前
後
で
夏
は
涼
し
い
。
�
月

上
旬
に
は
洞
の
入
り
口
付
近
で
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
舞
い
ま
す
。
�

月
�
日
�
、
�
日
�
は
夜
間
も
営
業
し
ま
す
。　

上
水
田
�
�
�
�
ー
�
／
営
業
�
時
〜　

時
（
�
・
�
月
は
土
・

��

日
曜
、
祝
日
の
み
営
業
、
そ
の
ほ
か
は
無
休
）
／
北
房
鐘
乳
洞

観
光
㈱  
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

芝生が美しい  もみじ公園

　北房ダムを見下ろす高台にあ
るもみじ公園。公園内の花見広場

には芝生が植えられ、緑一色で

す。ダム湖畔の景色の中を中国自

動車道が横切り、通り行く車を眺め

ているだけでも楽しいです。 遊具

も充実しています。 （冬期は閉園）

真庭圏域 の 観光振興は

 真庭観光連盟　から

　「���万人の観光真庭づくり」を目指す
「観光回廊真庭」は、真庭市とともに真庭
観光連盟が中心となってアピールしてい
ます。事務所は観光案内所を兼ねてＪＲ
中国勝山駅舎内にあり、広域観光ルート
の開発研究やＰＲ強化による観光客誘致
促進などにつとめ、真庭を日本に誇る観光
地に育てていきます。真庭圏域の観光に関
する問い合わせをお待ちしています。

問い合わせ先
真庭観光連盟（勝山�����）
　℡������������
真庭市 企画観光部 観光振興課
　℡������������

　

観
光
全
般
・
イ
ベ
ン
ト
・
花
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
支
局
・
振
興
局
・
真
庭

観
光
連
盟
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市

内
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。こ
の
夏
、

ぜ
ひ
市
内
を
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



�
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
�
時

��

��

��

〜
午
後
�
時
に
変
更
。
運
行
は
週
�

回
に
増
便
。（
八
束
は
月
・
水
・
金
、

川
上
は
火
・
木
・
金
）

■
新
規
路
線

北
房
地
区　

横
内
・
樽
見
ル
ー
ト
：

中
津
井
小
学
校
の
登
校
お
よ
び
高
齢

者
の
通
院
な
ど
の
た
め
新
設
。
週
�

日
、
一
日
�
往
復
の
運
行
。

落
合
地
区　

別
所
・
月
田
ル
ー
ト
：

週
�
日
（
月
曜
日
）
�
往
復
、
佐
引

か
ら
月
田
出
張
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を

新
設
。
吉
ル
ー
ト
：
週
�
日
（
月
曜

日
）
�
往
復
、
吉
の
相
愛
・
胡
麻
田

地
区
か
ら
県
道
建
部
線
を
通
り
、
市

街
地
ま
で
の
路
線
を
新
設
。

�月の真庭市コミュニティバス利用状況 ���������

人数路線名地区人数路線名地区

��星山

勝山

���北房北房

��月田・佐引��別所

落合

�後谷畝��別所・日野上

��山上・後谷��上山

��富山��吉・田原山上

��清谷��杉山

��上���樫東・余野
久世

���美甘美甘���樫西・三坂

���中和

蒜山

���藤森・見明戸

湯原
��八束���真賀・釘貫小川

��川上�湯原・美甘

�,���合計（延べ人数）���湯原・中和

■
変
更
路
線

北
房
地
区　

阿
口
ル
ー
ト
：
現
在
の

路
線
に
阿
口
境
、草
谷
地
区
を
加
え
、

路
線
拡
大
。

落
合
地
区　

別
所
ル
ー
ト
：
現
在
の

路
線
に
谷
河
内
・
一
色
地
区
を
加
え
、

路
線
変
更
。
運
行
曜
日
は
水
・
金
に

変
更
。　

吉
・
田
原
山
上
ル
ー
ト
：
運

行
曜
日
は
水
・
金
に
変
更
。　

杉
山
ル
ー
ト
：
往
路
の
始
発
時
刻
を

午
前
�
時　

分
か
ら
午
前
�
時　

分

��

��

に
変
更
。

久
世
地
区　

樫
西
・
三
坂
ル
ー
ト
：

現
在
の
路
線
に
小
谷
地
区
を
加
え
、

路
線
変
更
。

蒜
山
地
区　

八
束
・
川
上
ル
ー
ト
：

両
路
線
と
も
現
行
の
時
間
帯
を
午
前

　

�
月
か
ら
市
内
の
交
通
不
便
地
域
で
運
行
を
行
っ
て
い
る
真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
。
�
月
�
日
か
ら
運
行
内
容
を
一
部
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
皆
さ
ん
に
、
よ
り
身
近
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�
月
の
利
用
状
況
は
次
の
通
り
で
し
た
。

真
庭
市 
コ
ミ
ュ 
ニ 
テ ィ
バ
ス

運
行
内
容
を 
一 
部
変
更

��������	
��
��
　総務省は、平成��年度より新たな支援制度をスター
トさせました。やる気のある地方が自由な発想で、魅
力ある地方に生まれ変わるよう、独自のプロジェクト
などに前向きに取り組む自治体を支援する制度です。
市では「観光回廊」「バイオマスタウン」「ラストワンマイ
ル」「子育て支援」を独自のプロジェクトとして申請、
�月��日には総務省と県内�首長の意見交換が行われ
ました。詳細は、市ホームページでご覧になれます。

　市民皆さんに親しまれ、愛される
バスとなるように、ロゴおよびイメ
ージキャラクターのイラストを募集
します。どなたでも応募できますの
で、自作で未発表の作品（何点でも
可）をお送りください。

募集する作品のテーマ
『まにわくん�』のロゴ（デザイン）。
『まにわくん�』という名前にふさわ
しいキャラクター。
応募締切　平成 1 9年8月31日（金）
応募方法
　Ａ４サイズの用紙（白紙）にロゴ
（デザイン）とキャラクターの２点の
作品を記入。裏面に氏名（ふりがな）
･住所･年齢･職業（学生は学校名と学
年）･電話番号･作品の簡単な説明を
１作品ごとに明記して下記まで郵送
または持参してください。
※ＣＧ作品の場合はＡ４サイズでプ
　リントアウトしたものに明記。応
　募作品は返却いたしません。最優
　秀作品は、真庭市コミュニティバ
　スの車体・チラシなどの広報ツー
　ル全般に使用されます。また、著
　作権、版権などの権利は真庭市に
　帰属します。
選考・賞など
　応募作品は選考委員会の審査を経
て、ロゴ、キャラクターとも最優秀
賞と優秀賞を決定し、本人に直接連
絡します。また、広報紙およびホー
ムページでも発表します。
最優秀賞（１点）図書カード１万円分
優秀賞（２点）図書カード３千円分
応募先・問い合わせ先
〒719-3201
岡山県真庭市久世2928
真庭市役所 市民課 公共交通対策室
あて   ℡ 0867-42-1 0 1 7

真庭市コ ミ ュ ニテ ィバス

「まにわくん� 」

募   集
 ロ ゴとイメージキャラクター

MANIWA ��

別所・
月田ルート

横内・
樽見ルート

吉ルート

新規路線

����

������������
��



��
�����き

市政に関する動きの一部を紹介します

　

真
庭
市
教
育
委
員
会
は
、
任
期
満
了
の
中
井

靖
典
委
員
長
の
後
任
と
し
て
大
西
孝
行
委
員
長

職
務
代
理
者
を
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
小
谷

眞
人
委
員（
久
世
）を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成　

年
�
月　

日
か
ら
平
成　

��

��

��

年
�
月　

日
ま
で
の
�
年
間
で
す
。

��

�����新本庁舎の建設に向けて
　第�回真庭市新本庁舎

建設基本計画策定委員会

が勝山庁舎で開かれまし

た。新庁舎の建設の基本

計画などを検討するため、

学識経験を有する市民��

人が策定委員として委嘱

されました。

����産業振興政策の立案に向けて
　真庭市における新たな

産業振興政策立案のた

め、産業部・企画政策課・

観光振興課合同の研究会

が発足しました。今後は

一般有識者も含め、数年

後に実現可能な具体的政

策の立案を目指します。

�����農業後継者が農業指導
　作物を収穫する喜びを

感じてもらうため、八束

小学校�年生を対象に体

験農園が行われ、児童ら

は八束農業後継者クラブ

の指導のもと、サツマイ

モの苗などを丁寧に植え

ていきました。

����名付け親に感謝状を贈る
　コミュ二ティーバスの

愛称が「まにわくん�」

に決定。勝山高校で名付

け親の大森麻穂さんに市

民生活部長から感謝状と

記念品が贈られました。

市では引き続きキャラク

ターなども募集します。

����������	
���
��
　梅雨の時期を控え、水

害特別防災訓練が行われ

ました。勝山庁舎では災

害対策本部が設置され、

情報収集、連絡体制など

を確認。消防本部では土

のう積みなどの訓練も実

施されました。

�� MANIWA

　

法
務
省
で
は
、
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
子
ど

も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
適
切
に
対
処
す
る
た

め
、
平
成
�
年
か
ら
「
子
ど
も
の
人
権
専
門
員
」

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
真
庭
市
か
ら
�
月
�

日
付
け
、花
坂
和
男
さ
ん
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

悩
み
事
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

��������������

　平成��年全国広報コンクールで、広報まにわ�
月号（平成��年発行）が広報紙市部で�席に入選
しました。これも市民皆さんのご協力のおかげで
す。本当にありがとうございました。これからも
行政と市民のパイプ役として、身近で親しまれる
紙面づくりに頑張りますので、取材などの際には、
ご協力をお願いします。
　コンクールの詳しい内容は、日本広報協会のホ
ームページでご覧になれます。
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｋｏｈｏ�ｏｒ�ｊｐ

�
�
�
�
�
�
�
�
	

真庭市教育委員長

大西孝行氏（��）
見明戸

�
�
�
�
�
�
�
�
	



子どもの人権専門委員

花坂和男氏（��）

相談先（自宅）
〒��������  鍋屋����
℡ ������������
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心
の
病
に
対
す
る
理
解
不
足
の
た
め
、
そ
の

当
事
者
や
家
族
が
、「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」
を
抱

え
、
差
別
や
偏
見
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

社
会
環
境
の
中
、
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
心
の
病
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
知
識
を
習
得
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
「
第
�
会
議
室
」

内
容　

講
義
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

定
員　
　

名
（
先
着
順
）
※
未
受
講
者
を
優
先

��

対
象　

全
講
座
を
受
講
で
き
る
方

受
講
料　

無
料

　

（
た
だ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
未
加
入
の
方

は
、
掛
金
�
�
�
円
は
自
己
負
担
で
す
）

託
児　

無
料

　

（
飲
食
物
な
ど
必
要
な
も
の
は
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

応
募
方
法　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
に
あ
り
ま

す
。申
し
込
み
先　

真
庭
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
法
人
真
庭

市
社
会
福
祉
協
議
会
）　

真
庭
市
役
所
落
合

庁
舎
�
階　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

　

近
年
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
の
問
題
を
抱
え
て
医
療
機
関
や
相
談
機

関
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。心
の
病
は
、

誰
も
が
抱
え
る
身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
心
の
病
を
理
解
し
て
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
精
神

福
祉
の
取
り
組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせは各担当部局へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
受
講
生
募
集

健
康
福
祉
部  
子
育
て
健
康
推
進
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

製材チップを利用した木片コンクリートの
プランター。真庭発のバイオマス利活用
は、身近な生活まで浸透してきています

�
落
合
中
学
校
体
育
館

　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時　

分
〜

��

�
蒜
山
中
学
校
体
育
館

　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

�
久
世
中
学
校
体
育
館

　

�
月　

日
�　

午
前
�
時　

分
〜

��

��

※
開
催
の
時
間
は
�
会
場
と
も
�
時
間
程
度
で

　

す
。

内
容

　

全
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
利
活
用
。
真
庭
市
の
事
例
を
通
し
て
、

身
近
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
や
活
用
の
方
法
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
と
は

一
体
何
な
の
か
、
理
解
で
き
ま
す
。

バイオマス利活用シンポジウム
産業部  商工振興課　℡����―��―����

 真庭の取り組みを知ろう!
 一般参加大歓迎

午後（��：��～��：��）午前（��：��～��：��）日時

『ボランティアの心構え』
講師:川崎医療福祉大学医療技術学部 長安正純氏

『心の病気と障害についての理解』
講師:岡山県精神保健センター所長 藤田健三氏

�／�
�

『ボランティアが身につけておきたい対人支援技術』
講師:川崎医療福祉大学医療福祉学科准教授 松宮透�氏

『当事者･家族の気持ちを生かしたボランティア活動』
講師:マシュマロの会

�／��
�

ふれあい体験　スピーカーズ・ビューロー岡山
実習・オリエンテーション

『精神障害者を支える地域の社会資源』
講師:岡山県精神保健センター副参事 本田政憲氏

�／��
�

ボランティア体験：原則として�回の体験実習未定

『理解しあって温かい地域づくり』
講師:こらーる岡山診療所　所長　山本昌知氏

グループワーク
テーマ:ボランティア体験を終えて感じたこと

��／��
�

心 の 病
 を抱え て

あなたの身近にも

悩ん でいる人がいます

　

真
庭
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取
り
組

み
を
市
民
皆
さ
ん
に
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
市
内
�
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
一
般
参
加

も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
会
場
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
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　障害者相談員とは、身体障害や知的障害のある方、
またその家族などからのさまざまな相談に応じ、必要
な指導、助言をおこなうため、市から委嘱を受けた方
をいいます。現在、真庭市では身体障害者相談員とし
て��名、知的障害者相談員として�名の方が委嘱され、
相談を受け付けています。皆さんの身近にいて、支援
してくださる方たちです。相談の内容など個人のプラ
イバシーは固く守られますので、お気軽にご相談くだ
さい。

健康福祉部  福祉課　℡����―��―����

真庭市身体障害者相談員 （敬称略）

真庭市知的障害者相談員 （敬称略）

電　話住　所氏　名地域

�����������	阿口��長田　光次

北房 ����������	�上中津井�����生田　　昇

������������宮地����鵜野　健二

������������西河内���岡田　貞子

落合
����������	�福田���福島　　廣

������������栗原������三澤　茂夫

�����������	上河内���宮川　幸男

������������中原���三村　元治

久世 ���������	��台金屋�����廣田　　正

������������久世���-�森脇　逸子

����������	�上����綱島　重宣

勝山 ������������後谷畝���林　　忠夫

������������岡���池本　　清

������������鉄山���澤本　　寛美甘

������������豊栄����三船　　貢
湯原

������������黒杭���杉村　眞雄

������������蒜山下和���美甘　征子中和

������������蒜山下長田����西尾　正則
八束

������������蒜山中福田���池田　勵子

�����������	蒜山上福田���富國　　優川上

電　話住　所氏　名地域

������������上水田������牧山　節子北房

������������下河内����妹尾　宗夫落合

������������三阪���木元　悦子久世

������������鉄山���宮本　定光美甘

������������下湯原�����兼宗　愛子湯原

������������蒜山吉田���越峠　律子中和

�����������	蒜山上長田����譽美　洋子八束

������������蒜山上福田���中村　　聡川上

夏のごみは重い？
　生ゴミの重さの約�割は水分です。

　水分が多いとごみは重くなるうえに、燃え

にくくなります。また、暑い夏には臭いも気

になります。

　三角コーナーやクリーンネットなどで十分

水を切ってから、出すようにしてください。

　皆さんのご協力で、「夏のごみも軽い」真

庭市でいきましょう。

※生ゴミを入れる「燃えるごみ用袋」は一袋

　��㌔ までです。

問い合わせ先　

　市民生活部  環境課　℡������������

※「水を斬る」のイラストは、広報くせ平成��年

　（����）�月号より、引用しました。
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介
護
保
険
は
、
市
民
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
な
ど
を
財
源
に
介
護
の
必
要
な
方
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。
そ
の

た
め
、
保
険
料
を
納
め
な
い
方
が
い
る
と
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

健
康
福
祉
部  
高
齢
者
支
援
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

確
認
し
て
納
付
を　

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
を
�
月
中
旬
に

��

個
別
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
個
別
納
付
の
方
は
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
災
害
な
ど
で
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
る
の
が
難
し
い
場
合
に
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
別
な
理
由
が
無
い
の

に
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
や
む
を
え
ず
上
記

の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
は
申
請
を

　

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
難
し
い
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

�
世
帯
の
生
計
を
主
に
維
持
す
る
方
が
、震
災
、

　

風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住
宅
や

　

家
財
、
そ
の
ほ
か
の
財
産
に
著
し
い
損
害
を

　

受
け
た
と
き
。

�
世
帯
の
生
計
を
主
に
維
持
す
る
方
が
、
死
亡

　

ま
た
は
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
る
な　

　

ど
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

そ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。
安
全
で
安
心
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
り
、
あ
や
ま

ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
本
当
に
十

分
な
の
で
し
ょ
う
か
。
犯
罪
や
非
行
は
地
域
社

会
で
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯

し
た
人
が
帰
っ
て
く
る
の
も
地
域
社
会
な
の
で

す
。
犯
罪
や
非
行
を
ど
の
よ
う
に
防
ぎ
、
あ
や

ま
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
。「
更
生
保
護
」

は
、
更
正
を
目
指
す
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課

題
で
も
あ
る
の
で
す
。 

真
庭
地
区
保
護
司
会

��������	
�

��������	
��
����

���������	
��
����

��������	
��
�����

���������	

��������	
��
��

��������

��������	
�����
����
７ 月は「社会を明るくする運動」 強調月間
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ラス ト 
ワン マ イ ル事業
加入説明会

企画観光部  情報推進課 
℡ ������������

地区名と開催場所日

日名団地（日名団地集会所）
��

屋根・原（開田コミュニティ）

山の平・旦・手谷
（天津老人憩いの家）

��

若葉団地・ひまわり団地・
新須賀団地
（天津小学校体育館）��
須賀（須賀集会所）

田中（田中部落多目的生活共同化施設）

下口（下口集会所）
���

紙屋（紙屋公民館）

美川・木山・津田・河内全域
（落合公民館）

���

落合・川東・天津全域
（落合公民館）

���

　ラストワンマイル事業はテレビ、電
話、インターネットといった現在の生
活に関わる事業です。�月は落合地区、
事業所、集合住宅管理者の説明会を開
催します。下記の日程の説明会に、お
越しいただきますようお願いします。

�月 の落合地区説明会 日 程 ��������

お問い合わせは各担当部局へ

※どちらの会場でも説明を聞くことができます。

勝山地区事業所向け説明会（勝山地区）
（勝山文化センター ��：��～��：��）

���

落合地区ホテル･旅館経営者、集
合住宅管理者向け説明会
（落合公民館   ��：��～��：��）���

落合地区事業所向け説明会
（落合公民館　��：��～��：��）

落合地区事業所向け説明会
（落合公民館　��：��～��：��）

��� 落合地区ホテル･旅館経営者、集
合住宅管理者向け説明会
（落合公民館　��：��～��：��）

事業者･集合住宅管理者向け説明会

参議院議員
　通常選挙第��回

���

��月 ����日 （ 日 ）
����

������～ ������
　投票終了時刻は、市内すべての投票所とも午後�時まで

です。お間違えのないようお願いします。

�������
　昭和��年�月��日以前に生まれ、平成��年�月��日以前
から引き続き真庭市に住所が有り、住民基本台帳に登録さ
れている人です。
　有権者の方には、あらかじめ投票所入場券をお送りしま
すので、定められた投票所で投票してください。

�����
　投票日に、仕事や旅行などのため、投票所に行って投票
することができない方は、期日前投票をすることができま
す。投票所入場券が手元に届いていれば入場券をお持ちの
うえ、指定の投票所にお越しください。印鑑は不要です。

��������	

　選挙公報は、これまでは自治会を通じて配布していまし
たが、今回の選挙から、新聞折込で配布します。折り込む
新聞は朝日、産経、山陽、日本経済、毎日、読売の�紙の
朝刊です。新聞未購読などの場合は事前に市選挙管理委員
会へ申し出ていただければ郵送でお届けします。また、市
役所各支局、蒜山振興局、中和出張所、川上出張所にも備
え付けますのでご利用ください。

問い合わせ先　真庭市選挙管理委員会  
　真庭市役所 総務部 総務課　℡������������

期日前投票ができる期間

��月 ����日 （ 金 ）～��月 ����日 （ 土 ）
�������～�������

真庭市役所各支局、蒜山振興局、中和･川上出張所



日
時　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�　

　

午
後
�
時
〜
�
時
点
灯

場
所　

旧
勝
山
藩
主
三
浦
邸（
岡
）

問
い
合
わ
せ
先　

椎
の
木
お
も
て
な

　

し
会　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�

��

　

�

　　

こ
の
会
は
市
民
の
健
康
増
進
と
地

域
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
男
女
別
の
賞

な
ど
、
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
楽
し

 　

直
径　
 
㌢ 
の
円
の
中
心
か
ら
外
に

��

向
け
て
だ
ん
ご
虫
の
競
争
。
年
齢
に

関
係
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン

持
参
す
る
物　

だ
ん
ご
虫
（
サ
ロ
ン

　

の
周
り
に
も
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

活
き
生
き
サ
ロ
ン

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

今
年
は「
男
女
共
同
社
会
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
講
師
の
西

宮
小
夜
子
さ
ん
に
よ
る
、
一
人
人
形

芝
居
「
女
は
強
い
と
い
う
け
れ
ど
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
般
の
皆
さ

ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
民
に
よ
る
吹
奏
楽
団
「
レ

ヴ
ー
ル
」
が
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
映
画
や
ド
ラ
マ
、
懐
か
し
の

ヒ
ー
ロ
ー
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
、
ど
こ

か
で
耳
に
し
た
事
の
あ
る
曲
も
多
数

演
奏
さ
れ
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

�
�
�
円

問
い
合
わ
せ
先　

レ
ヴ
ー
ル
代
表　

　

富
松
文
治　

℡
�
�
�
�（　

）�

��

　

�
�
�

　

椎
の
木
お
も
て
な
し
会
が
旧
勝
山

藩
主
三
浦
邸
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
昼
と
は
違
っ
た
表
情
を
見
せ
る

庭
園
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
軽

食
が
用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
�
月
�
日

に
は
琴
の
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
。

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�������������

�����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

��������		
��
��

����������	
����

����������	
���

��������	���
���


���������	

���������	


M A N IWA ��

め
る
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時　

��

��

　

分
〜

会
場　

蒜
山
ア
ス
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ

　

ー
ク
ラ
ブ
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
（
蒜
山

　

上
長
田
）

申
込
締
切　

�
月
�
日
�

※
参
加
費
・
プ
レ
ー
代
別
途
必
要

申
し
込
み
先　

蒜
山
ア
ス
ト
ピ
ア
カ

　

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
℡
�
�
�
�

　

（　

）
�
�
�
�
）
ま
た
は
北
房 
英 あ

��

　
 
賀 
公
園
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�

が

��

　

�
�
）

真
庭
市
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
で
す

 
真
庭
吹
奏
楽
団
レ
ヴ
ー
ル
演
奏
会

 
生
の
音
色
を
身
体
で
感
じ
て

音楽で真庭をひとつに

 真庭市 民
音 楽 祭 

だ
ん
ご
虫
レ
ー
ス（
賞
品
あ
り
）

自
慢
の
虫
で
バ
ト
ル
だ
！

開催日　��月��日�
場　　所　勝山文化センター
申込締切　�月��日�
※お問い合わせいただいた方に申
　込書などをお送りします。

問い合わせ先　�真庭青年会議所
内　真庭市民音楽祭実行委員会
℡������������

三
浦
邸
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

庭
園
で
の
涼
を
楽
し
ん
で

真庭地域の音楽愛好家の皆さん、
心のこもった演奏で地域をひとつ
にしましょう。

�出演者募集�

主催／津黒いきものふれあいの里・津黒いきものふれあいの里友の会
問い合わせ先／ネイチャーセンターささゆり館　　℡����-��-����

津黒高原で し かできない  夏 休 み わ んぱ く 川 遊び 教 室   
わんぱく小僧・おてんば娘、集まれ!!   

��������	
��
����������������
��������	
��
�����������������

申込締切 �����������

����（ 日 ）

第�

回
美
作
地
区
婦
人
大
会

��
真
庭
市
で
開
催
さ
れ
ま
す



�� MANIWA

　

成
人
式
は
、
市
外
へ
転
出
し
て
い

る
方
で
も
旧
住
所
が
市
内
で
あ
れ
ば

参
加
で
き
ま
す
。
転
出
し
て
い
て
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

昭
和　

年
�
月
�
日
〜
昭

��

　

和　

年
�
月
�
日
ま
で
に
生
ま
れ

��

　

た
方

※
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
に
は　

月
��

　

に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

樹
木
の
名
前
や
生
態
な
ど
に
つ
い

て
野
外
学
習
を
行
っ
た
あ
と
、
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
準
じ
た

試
験
を
受
け
れ
ば
「
子
ど
も
樹
木
博

士
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

�
月　

日
�

��

場
所　

勝
山
美
し
い
森
（
菅
谷
）

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
森
林
組
合　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

宿
泊
体
験
の
中
で
、
樹
木
観
察
や

林
業
体
験
な
ど
を
行
い
、
森
林
の
大

切
さ
や
、
森
林
と
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
と
の
関
わ
り
を
学
び
ま
す
。

開
催
日　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

場
所　

鳥
取
大
学
教
育
研
究
林
「
蒜

　

山
の
森
」（
蒜
山
上
徳
山
）

指
導　

鳥
取
大
学
教
員
ほ
か
関
係
者

定
員　
　

名（
久
世
か
ら
送
迎
予
定
）

��

対
象　

小
学
校
�
〜
�
年
生

参
加
費　

�
、�
�
�
円

た
将
棋
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場　

久
世
将
棋
倶
楽
部
（
久
世
ア

　

ル
テ
ィ
ー
�
階
）

参
加
対
象　

幼
児
、
小
・
中
学
生

参
加
費　

無
料

※
開
催
日
な
ど
詳
し
く
は
、
久
世
将

　

棋
倶
楽
部
（
℡
�
�
�
（
�
�
�

　

�
）
�
�
�
�
）
ま
で

　

作
業
を
通
じ
て
、
森
林
の
働
き
、

施
業
の
基
礎
知
識
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
前
�
時　
��

　

分
〜

場
所　

勝
山
美
し
い
森

申
込
締
切　

�
月
�
日
�

※
で
き
れ
ば
カ
マ
、
草
刈
機
を
持
参

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
支
局
森
林
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	
��


��������	
��


�������

郡神社参道 （上水田） から備

中川土手沿い約��㌔ に浮か

び上がる炎の街道は見事

�月�日� 午後� 時～  上町・中町・下町商店街（久世）

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

農
家
自
慢
の
花
が
出
展
さ
れ
、
優

秀
な
作
品
は
�
月
�
日
�
、
�
日
�

に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン
プ
ラ

ザ（
落
合
垂
水
）で
展
示
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

�
月
�
日
�

会
場　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
本
所
横　

あ
い

　

あ
い
タ
ウ
ン
�
階

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
指
導

　

販
売
部　

℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

　

�
�　

　

日
本
将
棋
連
盟
真
庭
支
部
で
は
、

月
�
回
、
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し

問い合わせ先　真庭商工会女性部久世エリア　℡������������

 郡  神社
こおり

�������

��������	
��
�

��������	
���


��������	
��
��

真庭市教育委員会  ℡ ������������

催しも盛りだくさん催しも盛りだくさん

火 

�������������
���������

ま つ り

～その歴史と製作道具～展

蒜山郷土博物館（蒜山上長田）
講演会：�月�日�  ��：��～
※月曜休館

　
勝山郷土資料館（勝山）
※開催期間中は無休

�月�日�～�月�日�

�月�日�～�月�日�

真
庭
市
成
人
式

 
開
催
は
平
成�

年
�
月�

日
�

��

��

 
子
ど
も
樹
木
博
士（
小
学
生
対
象
）

 
キ
ミ
も
博
士
に
な
れ
る

「
森
林
教
室 　
 
蒜
山
の
森
」

in

 
環
境
学
習
�
月
号

 
花
き
共
進
会

 
真
庭
の
花
を 
一 
堂
に
展
示

 
下
草
刈
り
お
よ
び
研
修
会

 
美
し
い
森
を
育
て
よ
う

 
真
庭
こ
ど
も
将
棋
教
室

 
プ
ロ
の
指
導
で
楽
し
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ



事
前
申
請
に
よ
り
、
一
時
金
を
差
し

引
い
た
額
を
窓
口
で
支
払
う
だ
け
と

な
り
ま
す
。

対
象
者　

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
の

　

被
保
険
者
の
方
で
、
妊
娠
�
カ
月

　

（　

週
）
以
上
の
方

��

申
請
期
限　

予
定
日
の
前
々
月
の
初

　

日
か
ら
予
定
日
の
�
週
間
前
。

※
原
則
、
前
年
度
以
前
に
国
民
健
康

　

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

　

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
若
者
（　

歳
く
ら
い
ま
で
）

��

を
対
象
に
し
た
、
無
料
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。（　

年
�

��

月
ま
で
月
�
回
〜
�
回
開
催
）

講
習
内
容　

①
就
職
活
動
の
流
れ　

　

②
履
歴
書
な
ど
の
作
成　

③
面
接

　

対
策
な
ど

会
場　

①
岡
山
会
場　

岡
山
駅
前
第

　

一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
�
階
Ｂ
会
議

日
時　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時　
��

　

分
〜
午
後
�
時

募
集
人
員　
　

名
��

対
象
者　

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
、
車
い
す
を
使
用

さ
れ
、
県
庁
に
集
合
で
き
る
方
。

介
助
者
は
�
名
以
内
で
同
伴
可
。

（
車
の
場
合
、
交
通
規
制
に
注
意
）

応
募
締
切　

�
月
�
日
�

問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
障
害
福
祉
課

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
古
い
電
話
帳
を
回

収
し
、
新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
そ
の
際
、
配
達
員
に
古

い
電
話
帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ご

不
在
の
場
合
は
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
改
め
て
回
収
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

　

ン
タ

　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

室　

②
倉
敷
会
場　

ら
い
ふ
サ
ポ
ー

ト
倉
敷
�
階
会
議
室

　

開
催
日
な
ど
詳
し
く
は
、
お
か
や

ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
�

�
�（
�
�
�
）�
�
�
�
）
ま
で
。

　

真
庭
市
で
は
優
良
後
継
牛
の
確
保

を
図
り
、
農
家
の
経
営
安
定
と
畜
産

振
興
を
図
る
た
め
、
乳
用
・
肉
用
牛

を
導
入
・
保
留
す
る
際
の
経
費
を
助

成
し
ま
す
。
導
入
の
場
合
は　

万
円

��

を
上
限
に
購
入
価
格
の
半
額
ま
で
。

保
留
の
場
合
は　

万
円
を
上
限
と

��

し
、
農
協
な
ど
の
評
価
額
の
半
額
ま

で
助
成
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

身
体
障
害
者
の
方
を
、
お
か
や
ま

桃
太
郎
ま
つ
り
花
火
大
会
が
一
望
で

き
る
県
庁
�
階
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
所
属
す
る
方
々
が
、
安
心

し
て
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
や
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
な
ど
を
行
え
る
よ
う
、

活
動
中
に
け
が
を
さ
れ
た
場
合
な
ど

に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
安
全
・
安
心
岡
山
県
づ
く
り
県
民

　

会
議
へ
登
録
が
必
要（
登
録
無
料
）

　

詳
し
く
は
岡
山
県
生
活
環
境
部
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
℡

�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�
）、ま
た

は
真
庭
市
総
務
部
総
務
課
（
℡
�
�

�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
で
問
い
合

��

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
出
産
費
用
は
退
院

時
に
本
人
が
全
額
支
払
い
、
の
ち
に

申
請
に
よ
り　

万
円
を
上
限
と
し
た

��

出
産
育
児
一
時
金
を
本
人
へ
支
払
っ

て
い
ま
し
た
が
、　

年
�
月
か
ら
は
、

��
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自
主
活
動
参
加
者
見
舞
金
制
度

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

身
体
障
害
者
の
方
を
県
庁
へ
招
待

県
下
最
大
の
花
火
大
会
を
特
別
席
で

真
庭
市
国
民
健
康
保
険

出
産
時
の
一
時
負
担
を
軽
減

若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
を
目
指
す
若
者
へ

真
庭
市
優
良
基
礎
雌
牛
保
留
導
入
事
業

制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

古
い
電
話
帳

 
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

休日急患担当医

��������	

��������

�������

������

��������	�
うし

�����

�湯原温泉病院・湯原
�������������
�前原医院（内）・久世
���������	���
�廣恵医院（内）・北房
������������	

�����

�落合病院・落合�
���������		


�新庄村診療所（内）・新庄
����������	��

�������

�近藤病院・勝山
������������	
�岸本医院（外）・久世
�����������	

�牧原医院（外）・北房
������������	

������

�河本病院・落合�
����������	�	
�人見医院（内）・勝山
����������	



������

�中山病院・久世�
����������	�

�金田病院・落合�
���������		
	

������

�金田病院・落合�
���������		
	
�米田医院（内）・勝山�
����������	
�
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①
落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に

係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

　

岡
山
県
環
境
影
響
評
価
等
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
準
備

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
る
方
は
期
限
内
に
意
見

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所　

都
市
住
宅
課
（
久
世
第

　

�
庁
舎
）、落
合
支
局
産
業
建
設
課

　

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
美
作
落
合
駅

期
間　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

　

ま
で
の
開
庁
日　

午
前
�
時　

分
��

　

〜
午
後
�
時

※
落
合
支
局
は
閉
庁
日
も
縦
覧
可
能

意
見
の
提
出
先　

真
庭
市
長
（
真
庭

　

市
役
所
都
市
住
宅
課
）
ま
た
は
岡

　

山
県
知
事
（
岡
山
県
生
活
環
境
部

　

環
境
政
策
課
）

意
見
の
提
出
期
限　

�
月　

日
�　

��

②
落
合
都
市
計
画
下
水
道
の
決
定
案

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
真
庭
市
公
共

下
水
道
（
落
合
処
理
区
）
の
決
定
案

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中

に
意
見
書
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所　

都
市
住
宅
課（
久
世
）お

　

よ
び
落
合
支
局
産
業
建
設
課

期
間　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

　

ま
で
の
開
庁
日　

午
前
�
時　

分
��

　

〜
午
後
�
時

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

現
在
、
日
本
国
内
に
は
約　

万
人

��

の
不
法
滞
在
者
が
居
る
と
言
わ
れ
、

犯
罪
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
求
職
に
来
た
と
き
は
外
国

人
登
録
証
な
ど
で
在
留
期
間
・
資
格

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
化
対
策
連
絡

　

協
議
会
（
真
庭
警
察
署
内
）

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
弁
護
士
会
が
毎
週
金
曜
日
に

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
真
庭
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
身
近
な
法
律
相
談
の
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
無

料
相
談
券
を
発
行
し
ま
す
。

要
予
約　

真
庭
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

※
無
料
相
談
券
は
数
に
限
り
が
あ
る

　

た
め
、
年
度
内
に
一
人
一
枚
限
り

　

先
着
順
で
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
は
、
領

土
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
要
領　

は
が
き
�
枚
に
�
作
品

　

（
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、　

　

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
）

賞
金　

�
万
円
〜
�
千
円

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

応
募
先　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
�
―

　

�　

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会　

　

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

真
庭
市
公
共
下
水
道（
落
合
処
理
区
）

縦
覧
の
お
知
ら
せ

不
法
滞
在
外
国
人
の
雇
用

事
業
主
が
罰
せ
ら
れ
ま
す

真
庭
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
身
近
な
法
律
相
談

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

標
語
を
募
集
し
ま
す

���������	


・加入者系光ファイバー網敷設工事

　（企画観光部情報推進課）

　㈱かんでんエンジニアリング…�������������円

��������	
�

・中和保育園園庭造成工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈲下平工務店…���������円

・新建地区（�工区）管渠工事

　（上下水道部下水道課）

　㈱岡田組…����������円

���������	

・平成��年度地籍調査事業（美甘地区）

　Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　㈱ウジョウ…����������円

・平成��年度地籍調査事業（勝山地区）

　Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　テクノス㈱…���������円

・平成��年度地籍調査事業（川上地区）

　Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　テクノス㈱…����������円

・平成��年度地籍調査事業（湯原地区）

　Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　テクノス㈱…���������円

・平成��年度地籍調査事業（中和地区）

　Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　テクノス㈱…���������円

・平成��年度地籍調査事業（落合地区）

　Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ工程業務委託

　テクノス㈱…����������円

※発注課はすべて建設部都市住宅課です。

��������	


・久世中学校屋内運動場新改築工事

　（教育委員会教育総務課）

　梶岡・鳥越久世中学校屋内運動場新改築工事

　建設共同企業体…�����������円

※入札結果は真庭市のホームページにも掲載してい

　ます。ご覧ください。

総務部管財課
℡�����������������

�

にゅうさつ

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

掲載：�月��日、��日、�月�日、�日まで入札実施日分
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今
月
の
テ
ー
マ（
�
月
号
で
募
集
）

川

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

わ
た
し
は
、
北
房
ホ
タ
ル
保
存
会

の
会
員
と
し
て
、
川
を
き
れ
い
に
し

て
、
ホ
タ
ル
を
守
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
毎
年
�
月
に
は
、
消
防
署
や

地
元
の
自
治
会
な
ど
と
一
緒
に
川
焼

き
を
し
て
、
ホ
タ
ル
の
天
敵
と
な
る

害
虫
を
駆
除
し
た
り
、
草
木
の
間
に

投
げ
込
ま
れ
た
空
き
缶
な
ど
を
拾
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ホ
タ
ル
が
嫌
う
車
の
ラ
イ
ト
が
川
に

入
ら
な
い
よ
う
に
ホ
タ
ル
公
園
前
に

 
遮  
光  
幕 
を
張
っ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

し
ゃ 

こ
う 

ま
く

と
協
力
し
て
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
み
ん
な
の
地
道

な
活
動
で
、
ホ
タ
ル
の 
棲 
む
川
は
守

す

ホ
タ
ル
と
生
き
る

藤
本
徳
一
さ
ん（
下
呰
部
）

▼

 戸田遥香

▼

PN 麻月

▼

PN YUU

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
が
増
え
る
と
ど

う
し
て
も
ゴ
ミ
が
増
え
て
大
変
で
す

が
、
人
と
ホ
タ
ル
が
共
に
生
き
て
い

る
今
の
姿
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
は
毎
年
、
ホ
タ
ル
が
舞
う

季
節
に
な
る
と
、
ホ
タ
ル
を
見
に
行

く
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近

い
場
所
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
桜
通
り
の

旭
川
へ
自
転
車
で
ぶ
ら
っ
と
。
ち
ょ

っ
と
足
を
延
ば
す
と
き
は
樫
邑
へ
車

で
。
あ
の
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光
に

子
ど
も
も
親
も
大
感
激
で
す
。で
も
、

わ
た
し
た
ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ
に
比

川沿いに設置された遮光幕

べ
れ
ば
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
数
は

か
な
り
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
毎
年
ホ
タ
ル
鑑
賞
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
わ
が
子
た
ち
の
楽
し
み
が
無

く
な
ら
な
い
よ
う
に
」「
子
ど
も
た
ち

が
ホ
タ
ル
を
見
て
大
感
激
し
て
い
る

姿
を
い
つ
ま
で
も
見
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
き
れ
い
な
川
で
あ
り
続
け
る

よ
う
に
」そ
し
て
、「
こ
の
地
域
か
ら
、

ホ
タ
ル
が
増
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

減
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
そ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
夕
方
、
使
い
川

で
手
を
洗
お
う
と
し
た
ら
、
何
か
が

「
パ
ク
ン
」と
き
ま
し
た
。
び
っ
く
り

し
て
よ
く
見
る
と
、黒
い
大
き
な
頭
、

ハ
ン
ザ
キ
で
し
た
。
蒜
山
の
す
そ
野

か
ら
旭
川
に
注
ぐ
こ
の
川
に
は
、昔
、

 
淵 
が
あ
り
、 

主 
を
捕
ら
え
た
ら
大
人

ふ
ち 

ぬ
し

が
担
い
で
も
地
面
を
引
き
ず
る
ほ
ど

の
大
ハ
ン
ザ
キ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
河
川
改
修
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
底
と
な
り
、
ハ
ン
ザ
キ

は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

き
な
ア
マ
ゴ
な
ど
も
い
な
く
な
り
寂
し

い
限
り
で
す
。
そ
れ
で
も
置
か
れ
た
石

や
草
の
陰
に
は
小
型
の
カ
ジ
カ
や
タ
ナ

ゴ
な
ど
が
い
ま
す
。
当
時
の
面
影
を

残
す
上
流
部
に
は
ハ
ン
ザ
キ
が
息
を

ひ
そ
め
て
生
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。地
元
で
は
毎
年
、
川
掃
除
や
草

刈
り
を
続
け
て
い
ま
す
。い
つ
か
、ハ
ン

ザ
キ
や
ア
マ
ゴ
が
帰
っ
て
き
て
く
れ

る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、
こ
の
川
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
 
鮎 
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

あ
ゆ

た
。
わ
た
し
も
早
速
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
北
か
ら
南
ま
で
、
市
内
各
所
に

良
い
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
勝

山
の
発
電
所
か
ら
江
川
の
橋
脚
の
あ

た
り
ま
で
は
特
に
雰
囲
気
が
良
い
で

す
。
こ
こ
が
好
き
で
毎
年
、
京
都
や

奈
良
か
ら
来
る
人
も
い
ま
す
。
先
日

も
有
名
メ
ー
カ
ー
の
大
会
が
あ
り
、

中
国
地
区
か
ら
約　

名
の
参
加
が
あ

��

り
ま
し
た
。 

釣  
果 
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

ち
ょ
う 

か

と
、
勝
山
の
雰
囲
気
も
好
評
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
一
つ
感
じ
た
の

き
れ
い
な
川
が
基
本

杉
井
理
絵
さ
ん（
久
世
）

夜になるとホタルが舞う樫西の 余  川 
よ かわ

帰
っ
て
こ
い
ハ
ン 
ザ
キ

池
田  
義
さ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

オオサンショウウオ（ハンザキ）

釣
り
を
観
光
資
源
に

　
 
Ｆ
さ
ん（
本
郷
）

PN



　毎日を楽しく過ごすには健康

が第一です。皆さんのおすすめ

健康法や日々元気に過ごせる秘

訣、人間ドッグの感想など、健

康の話題を���字程度でお寄せ

ください。

　お便りは、同封したはがきを

ご利用ください。お送りいただ

く場合は、必ず住所、氏名、年

齢、電話番号を明記してくださ

い。匿名・ペンネームで掲載を

希望される場合でも明記してく

ださい。川柳の締め切りは�月

 ��日�です。

�川柳の兼題は「月」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加した感想でも

結構です。

�月号の読者の広場
のテーマは

「健康」 です。

お
便
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

▼

峪田明日香

▼

PN かなっぺ

▼

PN 水泳大好き

�� M A N IWA

で
す
が
、
こ
う
し
た
大
会
を
、
観
光
・

地
域
お
こ
し
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鮎
釣
り
は

年
齢
層
が
比
較
的
高
い
こ
と
に
加

え
、
早
朝
開
始
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
重
な
る
た
め
、
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
は
前
日
入
り
し
、宿
泊
し
ま
す
。

実
際
よ
そ
に
は
こ
う
い
っ
た
大
会
を

積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。
下
水
道
も
整
備
さ
れ
、

ま
す
ま
す
川
が
美
し
く
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
こ
こ
勝
山
の
景
観
を
生

か
す
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
皆
で
考

え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

川
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
遊
び
の
場
で

あ
り
、
そ
こ
で
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
釣
り
が
趣
味
で
、
日
本
中

の
河
川
に 
釣  
行 
す
る
の
で
す
が
、
い

ち
ょ
う 

こ
う

ろ
い
ろ
な
川
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
、
水
質
や
魚
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

特
に
鮎
と
い
う
魚
は
独
特
で
、
水
中

の
石
の
表
面
に
つ
く 
珪  
藻 
な
ど
を
主

け
い 

そ
う

食
と
し
て
い
る
た
め
、
焼
い
て
食
し

た
と
き
の
風
味
は
釣
れ
た
川
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
蒜
山
の
川

は
、
下
水
道
の
整
備
な
ど
の
お
か
げ

で
水
質
も
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
多
く
の
ゴ
ミ

や
水
質
の
悪
さ
に
目
を
つ
む
り
た
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
を

育
て
て
く
れ
た
故
郷
の
川
「
旭
川
」

が
他
県
に
誇
れ
る
川
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
子
や
孫

が
、
い
つ
ま
で
も
愛
着
を
持
ち
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
故
郷
の
川
を
後
世

に
残
し
て
い
く
こ
と
が
わ
た
し
た
ち

の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

夏
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
寒
い
話
題

を
。
余
野
の
大
津
神
社
で
は
、
毎
年

 
大  
晦  
日 
の
夜
に
神
社
の
前
を
流
れ
る

お
お 

み
そ 

か

 
目  
木  
川 
で
水
ご
り
を
し
ま
す
。
昔
は

め 

き 

が
わ

宮
司
さ
ん
と
厄
を
迎
え
る
方
な
ど
が

川
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
青
壮
年

の
会
で
地
区
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
一

緒
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
こ

れ
も
結
構
昔
の
こ
と
）。若
い
こ
ろ
は

真
冬
の
水
の
冷
た
さ
に
、
か
な
り
参

り
ま
し
た
が
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て

徐
々
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
で
は
一
年
を
振
り
返
る
大
切

な
行
事
で
、
毎
年
つ
か
り
身
を
清
め

て
新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
普
段
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
目

木
川
、
こ
う
し
て
「
川
」
を
考
え
て

み
る
と
地
元
の
大
切
な
川
で
す
。

大晦日に行われる大津神社の水ごり

鮎釣りでにぎわう旭川（勝山）

故
郷
の
川
を
後
世
に

　
 
太
公
望
さ
ん（
蒜
山
下
長
田
）

PN

川
は
ふ
る
さ
と
の
誇
り

笹
井
元
治
さ
ん（
余
野
上
）

※PN はペンネームの略です。
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「
シ
リ
ゲ
」
は
特
技
に
な
り
ま
し
た

上
原
千
幸
さ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

　

�
年
前
か
ら
シ
リ
ゲ
教
室
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
る
と
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
だ
ん
だ

ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、

と
て
も
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
や

り
直
し
が
き
か
な
い
し
、
細
か
い
作

品
だ
と
何
日
も
か
か
り
ま
す
が
、
完

成
し
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
シ
リ
ゲ

を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

花
本
卓
士
さ
ん（
粟
谷
）

　

こ
の
春
に
立
石
自
主
防
災
会
が
発

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
地
域
で
も
、
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

朝
市
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ

山
口
美
江
さ
ん（
岩
井
畝
）

　

朝
早
く
か
ら
、
よ
も
ぎ
餅
・
お
こ

わ
・
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
加
工
し
て

も
く
も
く
日
曜
市
に
持
っ
て
き
ま
し

た
。
朝
市
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
手

作
り
の
特
産
物
は
直
売
所
に
出
品
、

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
勝
山
特
産
物
流

通
推
進
協
議
会
の
仲
間
で
参
加
し
ま

す
。
仲
間
も
年
を
と
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
頑
張
り
ま
す
の

で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

お
も
て
な
し
の
心
大
切
に

小
田
真
司
さ
ん（
下 
呰  
部 
）

あ
ざ 

え

　
 
呰  
部  
三  
四 
の
会
は
、
地
元
の
活
性

あ
ざ 

え 

さ
ん 

し

化
の
た
め
に
集
ま
っ
た
呰
部
ま
ち
地

区
の　

代
か
ら　

代
有
志
の
会
で

��

��

す
。
ホ
タ
ル
観
賞
月
間
中
の
週
末
に

は
、
お
客
さ
ん
に
少
し
で
も
安
全
に

ホ
タ
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
心
を
込
め
て
手
作
り
し
た
�

�
�
個
の
竹 
灯  
篭 
で
、
北
房
支
局
か

と
う 

ろ
う

ら
ホ
タ
ル
公
園
ま
で
の
道
の
り
を
暖

か
く
灯
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ホ
タ
ル
と
と
も
に
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ホ
タ
ル
の
里
北
房
へ
、
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　久世駅から北東約���㍍ の所に遷喬

小学校はあります。児童数は���名で

す。週�回の縦割り班遊びでは、�年

生を中心に楽しく活動をしています。

本年度から児童会を中心に朝のあいさ

つ運動にも取り組み、元気なあいさつ

の声で一日が始まります。特色のある

行事として、校名が同じ鳥取県の遷喬

小学校との交流会があり、毎年みんな

とても楽しみにしています。

人数は市内小中学校と比較しても最多です

����������久世���
せん きょう

アユの友釣り解禁 

（勝山）�／��

▼

村上里奈

▼

PN カミィ

▼

PN   I�バスケ

▼

PN 自由果実

足
し
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
将
来
も

安
心
し
て
生
活
で
き
る
の
か
を
皆
で

話
し
合
っ
て
き
た
結
果
で
す
。
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
手
始
め
に
、
勉
強

会
を
重
ね
て
い
き
、
い
ず
れ
は
こ
の

活
動
を
二
川
地
区
全
域
に
広
げ
て
い
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選:勝山川柳会　原　健裕さん
���������	川 柳 「約束」

　

作
者
が
、
佐
賀
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
預

け
ら
れ
、
そ
こ
で
の
「
が
ば
い
（
す
ご
い
）」

貧
乏
ラ
イ
フ
に
時
に
笑
い
、
時
に
涙
を
の

み
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
超
・
貧
乏
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
生
き
抜
く
「
が
ば
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
が
、
こ
と
ば
で
な
く
態
度
で
、

人
間
の
あ
っ
た
か
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

島
田
洋
七
／
著

　図書室は美甘支局�階にあります。蔵書数は約�����冊。

図書カードを作れば�冊（�週間）まで借りることができま

す。また、岡山県立図書館所蔵の本（約���冊）も�カ月に

一度更新され、貸し出しを行っています。

��������	

���
〒���－����

真庭市美甘����

開館時間　�：��～��：��

休館日：年末年始

本の紹介

約
束
を
し
て
重
く
す
る
く
す
り
指　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

約
束
を
果
し
肩
の
荷
軽
く
す
る　
　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

約
束
の
再
会
待
て
ず
友
は
逝
き　
　
　
　
　

阿
部　

幸
子　

落
合
垂
水

指
き
り
で
明
日
を
夢
見
た
遠
い
過
去　
　
　

武
村　

悠
　々
　

上
水
田

洗
っ
て
も
流
せ
ぬ
約
束
し
て
し
ま
い　
　
　

舩
津　

浩
子　

後
谷

ひ
い
ば
あ
と
遊
ぶ
約
束
も
み
じ
の
手　
　
　

赤
木　

和
子　

余
野
下

約
束
が
夢
で
よ
か
っ
た
胸
を
な
で　
　
　
　

樋
口　

春
鶴　

鉄
山

勢
い
で
約
束
し
た
が
眠
ら
れ
ず　
　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

約
束
よ
素
敵
な
笑
顔
い
つ
ま
で
も　
　
　
　

杉
井　

理
絵　

久
世

約
束
の
出
逢
い
待
た
ず
に
兄
は
逝
き　
　
　

角
田　

好
子　

神
代

約
束
は
戦
火
に
散
っ
た
ま
ゝ
独
り　
　
　
　

田
中　

久
栄　

久
世

約
束
を
果
た
せ
ぬ
ま
ゝ
に
夫
は
逝
き　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

約
束
は
一
つ
も
な
く
て
五
月
晴
れ　
　
　
　

狩
谷　

博
子　

社

約
束
の
小
指
時
ど
き
嘘
を
つ
き　
　
　
　
　

妹
尾　

重
美　

下
河
内

百
姓
の
汗
に
約
束
す
る
田
畑　
　
　
　
　
　

建
井　

杏
子　

上
市
瀬

し
つ
け
糸
ぬ
け
て
約
束
抱
い
た
ま
ま　
　
　

寺
澤　

敏
栄　

三
田

夕
焼
け
が
き
れ
い
約
束
し
て
し
ま
う　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

真庭市栄養改善協議会の提供です

・おから　　　���ｇ
・タマネギ　　�玉
・モヤシ　　　���ｇ
・ニンジン　　��ｇ
・卵　　　　　�個
・ツナ缶（大）�缶

おからの酢の物
暑い夏の時期にぴったりの、さっぱりとし
た一品です。

今月のレシピ
提供は

戸田房子 さん
（川上支部）

�材料  （４人分）

�作り方

①タマネギを荒みじん切りにし、モヤシ
はひげ根を取り長いものは半分にし、
ニンジンは短冊切りにする。
②①を少しの間熱湯に浸した後、ザルに
とり、熱いうちにボールに移し、酢大
さじ�、砂糖大さじ�、塩少々で味を
つける。
③鍋におからを入れて中火にかけ、かき
混ぜながら温め、酢大さじ�、砂糖大
さじ�、塩小さじ1/2と、とき卵を加
え炒める
④熱いうちに①と②、そして汁をきった
ツナを混ぜる。

※ゆずの皮、汁、あるいはレモンなどを
加えるとおいしいですよ。

〈
軸
吟
〉
約
束
を
し
た
指
だ
け
が
曲
っ
て
る　

健
裕

エネルギー　���ｋｃａｌ　
たんぱく質　����ｇ　脂質　���ｇ
カルシウム　���㎎　   塩分　���ｇ
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健康のススメ
��������

��������	

�������

お話 

本山医院院長
本山雄三 さん

恐
ろ
し
い
内
臓
脂
肪

　

で
は
、
な
ぜ
「
肥
満
」
と
重
な
る

こ
と
で
発
症
率
が
高
ま
る
の
か
と
い

う
と
、「
脂
肪
」
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン

に
よ
り
ま
す
。
脂
肪
に
は
、
大
き
く

分
け
て
皮
膚
の
下
に
蓄
積
さ
れ
る
皮

下
脂
肪
と
内
臓
の
ま
わ
り
に
蓄
積
す

る
内
臓
脂
肪
の
�
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
症
候
群
に
は
内
臓
脂
肪
が

と
て
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
内

臓
脂
肪
が
関
係
し
て
い
る
の
か
と
い

う
と
、
内
臓
の
脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌

さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
が
、
体
に
悪
影
響

を
与
え
る
の
で
す
。
さ
ら
に
恐
ろ
し

い
の
は
、
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積

さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
こ
れ
ら
ホ
ル

モ
ン
も
過
剰
に
分
泌
さ
れ
る
と
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

肥
満
は
特
に
注
意

　

内
臓
の
脂
肪
量
は
外
見
か
ら
は
判

断
が
難
し
い
の
で
す
が
、
現
在
の
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
の
判
定
基
準
で
は
、
ウ

エ
ス
ト
（
腰
）
の
サ
イ
ズ
が
男
性
で

　

㌢
以
上
、女
性
で　

㌢
以
上
と
な

��

��

っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
脂
肪
は
�
種
類
あ
り
、

中
に
は
皮
下
脂
肪
が
多
い
だ
け
の
場

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



い
た
部
屋
で
過
ご
し
て
、
そ
れ
で
も

の
ど
が
渇
く
か
ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
！

　

こ
れ
で
は
体
重
は
右
肩
上
が
り
で

す
よ
ね
。

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
で
予
防

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
予
防
す
る
に
は

日
ご
ろ
の
運
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

一
つ
面
白
い
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
だ
い
た
い　

歳
こ
ろ
の
体
重
が

��

そ
の
人
の
理
想
体
重
に
近
い
と
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

必
ず
し
も
全
員
が
当
て
は
ま
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
か
っ
た

こ
ろ
の
自
分
の
体
型
を
目
指
し
て
運

動
を
続
け
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

運
動
に
関
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
そ

の
気
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
で
き
ま

す
。
歩
く
に
し
て
も
、
歩
幅
を
大
き

く
し
て
歩
く
だ
け
で
違
い
ま
す
。
ス

ク
ワ
ッ
ト
な
ん
か
は
ス
ペ
ー
ス
も
必

要
と
し
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
大
切
な

の
は
常
に
意
識
を
持
っ
て
生
活
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

食
事
の
注
意
点
は
総
カ
ロ
リ
ー
。

普
段
か
ら
腹
八
分
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

気
を
つ
け
、
甘
い
も
の
、
脂
肪
食
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
と
も
う
一
つ
、
運
動
量
の
少
な

い
現
代
人
に
間
食
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
よ
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
は

　

ま
ず
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群（
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）（
以
下
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
）
で
す
が
、
こ
の
言
葉
は
�
年
ほ

ど
前
か
ら
急
に
話
題
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
詳
し
く
知
ら
な
く
て
も
何
と

な
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
日
本
語
で
「
内

臓
脂
肪
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
肥
満
に
加
え
、

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
て
い
る
高
脂

血
症
、
高
血
糖
症
（
糖
尿
病
）、
高
血

圧
の
う
ち
�
つ
以
上
が
重
な
っ
た
状

態
を
い
い
ま
す　

　

こ
こ
ま
で
話
題
に
な
っ
た
理
由

は
、
先
ほ
ど
の
生
活
習
慣
病
…
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
も
や
っ
か
い
な
病
気

で
、
こ
れ
ら
が
重
な
る
と
動
脈
硬
化

を
促
進
し
、
さ
ら
に
心
筋 
梗  
塞 
や
脳

こ
う 

そ
く

梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
を
起
こ
し
や
す

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
肥

満
と
重
な
っ
た
場
合
、
さ
ら
に
発
症

率
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
恐
ろ

し
さ
は
致
命
的
な
病
気
を
引
き
起
こ

し
や
す
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
確
か
に
関
取
な
ん
か
は
皮
下

脂
肪
型
の
肥
満
の
典
型
で
あ
り
、
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ズ
だ
け
で
判
断
で
き
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
皮
下
脂
肪

だ
け
で
基
準
値
に
達
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
自
体
あ
ま
り
良
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
逆
に
、
肥
満
じ
ゃ
な
い
か

ら
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
満
で
な
く
て

も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
診
断
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
標
準
体
重
で
も
内

臓
に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

現
代
生
活
そ
の
も
の
が
原
因

　

も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
は
、最
近
、

若
い
人
も
全
体
的
に
そ
う
い
う
傾
向

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
主
な
原
因
は
、
食
生
活

の
乱
れ
、
そ
し
て
運
動
量
が
圧
倒
的

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
昭
和

　

年
ご
ろ
の
食
生
活
が
ベ
ス
ト
と
い

��う
こ
と
。
わ
た
し
が
小
さ
い
こ
ろ
は

肉
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
も
少
な

く
、
月
に
�
〜
�
回
程
度
。
刺
身
、

卵
な
ど
も
特
別
な
と
き
だ
け
で
し

た
。
生
活
パ
タ
ー
ン
も
、
重
労
働
で

夏 
痩 
せ
し
て
、
冬
に
回
復
す
る
繰
り

や

返
し
。
で
も
、
今
は
ク
ー
ラ
ー
の
効



高田城（勝山城） 

　

し
か
し
天
正
�
年
（
�
�
�
�
）
秋
に
三

浦
貞
広
が
城
か
ら 
退 
き
、
以
降
こ
の
地
域
を

し
り
ぞ

支
配
し
た
毛
利
氏
、 
宇  
喜  
多 
氏
、 
小  
早  
川 
氏
、

う 

き 

た 

こ 

ば
や 

か
わ

森
氏
の
支
城
と
し
て
百
年
近
く 
城  
番 
（ 
城 

じ
ょ
う 

ば
ん 

じ
ょ
う

 
代 
）
が
置
か
れ
、
廃
城
の
の
ち
は
城
山
に
番

だ
い人

が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
高
田
の
地
へ
入
部
し
た

後
期
三
浦
氏
は
、
山
の
名
前
に
ち
な
み
地
名

を
「
勝
山
」
と
し
、
現
在
の
太
鼓
山
に
太
鼓

 
櫓 
を
、
城
山
の
ふ
も
と
に
大
手
門
や
御
殿
を

や
ぐ
ら築

く
な
ど
「
勝
山
城
」
の
建
設
も
進
め
ま
し

た
が
、
山
上
の
整
備
は
未
完
の
ま
ま
明
治
時

代
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
「
本
段
」「 
二  
丸 
」「 
三  
丸 
」

に
の 

ま
る 

さ
ん
の 

ま
る

「 
松  
ヶ  
段 
」「 
小  
屋  
ノ  
段 
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

ま
つ 

が 

だ
ん 

こ 

や 

の 

だ
ん

 
曲  
輪 
（
陣
地
）
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
現

く
る 

わ

地
に
は
、
今
も
平
坦
地
や
尾
根
を
断
ち
切
っ

た
「 
堀  
切 
」
な
ど
の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ほ
り 

き
り

　

未
だ
多
く
の
謎
を
残
す
地
域
の
古
城
。
今

後
の
調
査
で
そ
の
姿
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
真
庭
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
）

 「高田城（勝山城） 」

真庭市の
文化財

����
����

★

市指定重要文化財

�� MANIWA

現在の城山（左）と太鼓山（右）

　

街
道
と
大
河
が
交
わ
る 
要  
衝 
の
地
と
し
て

よ
う 

し
ょ
う

発
展
し
、
今
は
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

勝
山
地
区
。
現
在
の
町
並
み
保
存
地
区
の
背

後
に
そ
び
え
る
の
が
、
昔
の
山
城
「
高
田
城

（
勝
山
城
）」
で
す
。

　

高
田
城
の
創
建
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

正
平　

年
（
延
文
�
年
、
�
�
�
�
）、
守
護

��

大
名 
山  
名 
氏
の
攻
撃
で
同
城
が
降
参
し
た
こ

や
ま 

な

と
が 
軍  
記 
物
語
「 
太  
平  
記 
」
に
み
え
、
ま
た

ぐ
ん 

き 

た
い 

へ
い 

き

江
戸
時
代
の
地
理
書
「 
作  
陽  
誌 
」
は
、
前
期

さ
く 

よ
う 

し

三
浦
氏
の
祖
と
さ
れ
る
三
浦 
貞  
宗 
（
？
〜
�

さ
だ 

む
ね

�
�
�
？
）
が
現
在
の 
太  
鼓 
山
に
築
城
し
た

た
い 

こ

よ
う
に
記
し
て
お
り
、
ふ
も
と
に
あ
る 
玉  
雲  
山 

ぎ
ょ
く 

う
ん 

ざ
ん

 
化  
生  
寺 
も
貞
宗
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

か 

せ
い 

じ

　

そ
の
後
、
子
孫
と
さ
れ
る
三
浦 
貞  
連 
（
？

さ
だ 

つ
ら

〜
�
�
�
�
）
が
高
田
城
を
拠
点
に
近
隣
勢

力
を
ま
と
め
勢
力
を
拡
大
、
貞
連
を
筆
頭
に

貞
国
、
貞
久
・
貞
勝
・
貞
盛
・
貞
広
ら
一
族

の
代
々
が
地
域
の 
侍
衆 
と
結
び
、
戦
国
大
名

さ
む
ら
い
し
ゅ
う

の 
尼  
子 
氏
や
毛
利
氏
な
ど
か
ら
の
激
し
い
攻

あ
ま 

ご

撃
に
抵
抗
し
、
城
の
争
奪
を
重
ね
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

担当者による当時のイメージスケッチ。

 如  意 山（左：現在の城山）と勝山（右：現在の太鼓山）
にょ い

からなり、ふたつの山はあわせて「 大総 山城」とも呼ば
おおつふさ

れていた。

たか　　 た



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

夏
を
彩
る
和
太
鼓
の
祭
典

力強いバチさばきを披露した「津山鶴丸太鼓」

��������	
���
��������

も
く
も
く
日
曜
市
が
閉
幕

　

岡
山
県
北
の
和
太
鼓
集
団
が
一
同
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
技
術
を
披
露
す
る

夏
の
祭
典
「
夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
�
�
�
」
が
�
月
�
日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�
回
目
と
な
る
今

回
は
、
県
内
か
ら
�
団
体
が
出
演
。
伝
統
的

な
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
加
え
て
、
サ
ン
バ
や
ル

ン
バ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
奏

で
、満
員
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。ま
た
、 

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
石
川
県
か
ら「　

太
鼓
」が

参
加
。結
成
直
後
か
ら
世
界
に
進
出
し
、
活
躍

す
る
女
性
�
人
組
が
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
華 

麗
な
バ
チ
さ
ば
き
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

勝
山
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
「
も
く
も
く
日
曜

市
」
が
�
月　

日
で
終
了
し
ま
し
た
。
日
曜
市
は

��

平
成　

年
に
勝
山
特
産
物
流
通
促
進
協
議
会
が
中

��

心
と
な
り
、
木
材
の
町
「
勝
山
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館
駐
車
場
（
三
田
）
で

始
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
冬
季
の
�
、
�

月
を
除
く
月
一
回
の
朝
市
と
し
て
、
野
菜
な
ど
地

元
の
特
産
物
を
販
売
し
て
き
た
日
曜
市
は
、　

年
��

も
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

出
品
者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
や
客
数
の
減
少

が
終
了
の
主
な
理
由
で
す
。
今
後
は
Ｊ
Ａ
ま
に
わ

の
直
売
所
「
健
康
の
里
」（
江
川
）
へ
の
出
品
強
化

や
、
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
な
ど
に
市
を
開
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

MANIWA ��

ホタルの光を音楽とともに満喫

新たな会場となったコスモスドームは多くの来場者でにぎわいました

　

環
境
庁
（
現
・
環
境
省
）
よ
り
「
ふ
る
さ
と

い
き
も
の
の
里
百
選
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北

房
地
域
。
自
慢
の
ホ
タ
ル
で
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
地
元 
呰 
部
   

商
店
会
が
主
催
す
る
「
第

あ
ざ 

え

　

回
ホ
タ
ル
ま
つ
り　

北
房
」
が
�
月
�
日
に

��

ｉｎ

行
わ
れ
ま
し
た
。
北
房
ほ
た
る
公
園（
下
呰
部
）

周
辺
の
ホ
タ
ル
の
減
少
を
危
惧
し
て
、
今
年
か

ら
会
場
を
コ
ス
モ
ス
ド
ー
ム
（
上
水
田
）
へ
移

動
。
従
来
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
た
く
さ
ん

の
出
店
に
加
え
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
（
上
水

田
）
な
ど
で
開
か
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
タ

ル
ロ
ッ
ク　

」
が
同
時
開
催
。
訪
れ
た
観
光
客

や
帰
省
客
ら
は
、
幻
想
的
な
光
を
放
つ
ホ
タ
ル

を
観
賞
し
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
催
し

物
を
夜
更
け
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

� 会場で行われたライブ演奏

, 
��

ほ
の
お
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まちの話題

�／��  プロの演奏を身近に感じて
岡山フィルハーモニック

管弦楽団のスクールコン

サートが北房文化センタ

ーで行われ、北房地域の

小中学校から約���人が

出席。生演奏での合唱や

指揮者の体験などを楽し

みました。

�／�  みんな一緒に楽しもう
保健センターあじさい

（蒜山下和）であじさい祭

が開かれました。蒜山地

域を中心とした親子連れ

約���名が参加。初対面の

子どもたちも一緒になっ

て尻相撲などに夢中にな

っていました。

�／��  百歳おめでとうございます
明治��年生まれの森嶋政

子さん（勝山）が�月��

日に百歳の誕生日を迎え

られました。長寿の秘訣

は、「くよくよしない」「晩

酌をしていたこと」。これ

からも元気でお過ごしく

ださい。

百歳おめでとうございます

　

初
夏
の
日
差
し
の
中
、「
観
光
回
廊
真

庭
ゆ
っ
た
り
ウ
ォ
ー
ク
」
が
�
月　

日
と

��

　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
コ

��ー
ス
を
蒜
山
エ
リ
ア
外
に
も
拡
大
、
真
庭

市
内
の
名
所
を
巡
る
�
コ
ー
ス
を
設
定
。

市
内
外
か
ら
家
族
連
れ
や
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
愛
好
者
ら
延
べ
�
、�
�
�
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
初
日
の
蒜
山
地
域
を
中

心
と
し
た
�
コ
ー
ス
で
は
、
新
緑
の
大

自
然
を
堪
能
。
二
日
目
は
、
勝
山
、
美

甘
、
湯
原
地
域
の
自
然
散
策
や
町
並
み

を
巡
る
�
コ
ー
ス
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
み
、真
庭
市
を
満
喫
し
ま
し
た
。

消火器の構造・扱い方などについて詳しく学びました

�／�  カエルの産卵が見えた ！
津黒いきものふれあいの

里（蒜山下和）で、モリ

アオガエルの観察会が開

かれました。当日は日中

にもかかわらず多くのカ

エル、泡状になった卵が

確認でき、参加者らは歓

声を上げていました。

�／��  白と黒とが織り成す芸術品
蒜山地方に古くから伝わ

る繊細で美しい切り抜き

絵「シリゲ」。この教室が、

蒜山中学校で開催されま

した。生徒らは思いおも

いの絵を慎重に切り抜

き、作品に仕上げていき

ました。

我
々
の
地
域
は
我
々
が
守
る

　

自
主
防
災
組
織
と
し
て
発
足
し
た
ば
か

り
の 
立  
石 
自
主
防
災
会
（
粟
谷
、
種
）
が
、

た
て 

い
し

第
�
回
目
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

意
識
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
協
議
を
重
ね
、

今
年
�
月
に
正
式
に
発
足
し
た
も
の
で
、

地
元　

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

��

回
は
消
火
器
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
消

火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
防
災

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
市
内

で
も
ま
だ
数
少
な
い
自
主
防
災
組
織
。
全

域
に
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家族連れらでにぎわった美甘コース

新
緑
の 
真
庭
を
歩 
く
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編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　広報紙の中で「～してください」では人は動いてくれ
ません。��ページの「水を斬る」は広報担当者の一つの
試みだったのかもしれません。「やってみたいな」
と思わせる紙面作りに、これからも挑戦です。 �福 
　
　メタボリックの取材のあと「間食をやめます」と
豪語したのですが、それを隣で聞いた �辰 さ んがニヤ
ニヤしながらそっとわたしの机にお菓子を…。まず、
この誘惑に打ち勝つことが第�ステップです。 ◯佳 
　
　今月号の取材で、一足お先に夏の真庭へ飛び出し
てきました。中には、ほとんど知らなかった滝やキャン
プ場の穴場も。広報紙を片手にお出かけください。
あなただけのお気に入りの場所が見つかるかも。 �辰 

　中和小学校から富方面に向かう蒜山下和地

内に山乗渓谷はあります。ブナ・マツ・ナラ

の木々に包まれ、山水画を思わせる巨岩に囲

まれた神秘的で美しい渓谷です。全長���㍍

の遊歩道を進んで行くと現れる、落差��㍍ の

不動滝は山乗渓谷の中でも一番の観光スポッ

トです。また、遊歩道手前には手足の病床治

癒、母乳の出に御利益があるという山乗千手

観音が 祀 られたお堂があり、�月��日�には
まつ

祭りが行われます。真夏の暑さを忘れさせて

くれる冷ややかな空気と、緑の木々に包まれ

た渓谷の癒しの空間を満喫してください。
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▲観音堂には木製の手足をまねたもの

が置かれています。手足の病に苦し

む人が願明け後に奉納したもので、

訪れた人がそれをなでても御利益が

あるとされています

�不動滝までは、深い渓谷を歩きます

木々やコケの緑に包まれた不動滝。夏場でも寒いくらいです

表紙の答え　��②スイトン ��②シリゲ ��

①こけら寿司 ��①民芸てまり ��③はんざき

��①高田硯 ��①ミツマタ ��①吉念仏踊り

��③大谷�号墳

�／��
�

オープン

中和の夏の風物詩、山乗渓谷でそうめん

流し「涼水亭」がオープンします。

営業 �／���～�／��

� ��：��～��：��

�問  涼水亭

℡ ������������（期

間中）または蒜山振

興局中和出張所 
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そうめん流し  りょうすいてい


